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Ⅰ新技術の解説

１要旨

 無加温二重被覆パイプハウスを利用したアスパラガス長期どり栽培において、早春季の収穫過多
は、立茎すべき若茎の発生数不足や欠株の発生を引き起こし、夏秋季収穫量減少による年間の収穫
量の減少、さらには翌年の収穫量の減少につながる。 
 そこで、安定した収穫を得るための２年株の立茎開始までの収穫量の適正値を明らかにした。

(1) アスパラガス長期どり栽培の２年目の立茎までの収穫量は、20～30kg/aが適当である。40kg/a
まで収穫すると夏秋季の収穫量がやや低下するとともに、ＧＩ（生育量指数）の低下に示されるよ
うに立茎すべき若茎が弱勢化する。（図１、表１）

(2) 早春季に20～30kg/aの収穫量を得るまでの期間は 7～10日間である。

２ 期待される効果

 アスパラガスの無加温パイプハウスを利用した長期どり栽培において、２年株の安定生産のための
管理指標となる。

３ 適用範囲

 無加温パイプハウスを利用したアスパラガスの長期取り作型の２年株

４ 普及上の留意点

 １年目の管理を適切に行い、良好な生育を確保する。
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